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自
殺
許
容
に
関
す
る
調
査
報
告

―
一
般
的
信
頼
、
宗
教
観
・
死
生
観
と
の
関
係

山
本 

功
／
堀
江 

宗
正

一
　
調
査
概
要

本
調
査
は
、
人
々
の
自
殺
に
対
す
る
許
容
度
を
測
定
し
、
そ
う
し
た
態
度
を
規
定
す
る
諸
要
因
と
の
関
連
を
分
析
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
た 1
。

総
務
省
「
平
成
二
四
年
通
信
利
用
動
向
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
世
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

二
〇
代
か
ら
四
〇
代
で
は
90
％
を
超
す
が
、
五
〇
代
で
85
・
4
％
、
六
〇
～
六
四
歳
で
は
71
・
8
％
、
六
五
～
六
九
歳
62
・
7
％
、

七
〇
～
七
九
歳
48
・
7
％
と
世
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
利
用
率
が
減
じ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
（
総
務
省
『
平
成
二
五
年
版

　
情
報

通
信
白
書
』: 332

）。
し
た
が
っ
て
、
ネ
ッ
ト
調
査
で
は
一
定
以
上
の
年
齢
で
は
代
表
性
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
た
め
、
二
〇
歳
～
五
九
歳
ま
で
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
社
会
全
体
を
母
集
団
と
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
と
り
わ
け
高
齢
者
が
対
象
者
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
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年齢 男女計 男 女

20 ～ 24 618 317 301

25 ～ 29 682 348 334

30 ～ 34 756 384 372

35 ～ 39 893 453 440

40 ～ 44 971 491 480

45 ～ 49 848 427 422

50 ～ 54 772 386 385

55 ～ 59 771 383 388

（出典：総務省統計局「人口推計　平成 26 年 2月報」）

表 1-1　総務省統計局による補間補正人口（単位：万人）
二
〇
一
四
年
二
月
一
日
現
在
に
お
け
る
総
務
省
統
計
局
に
よ
る
補
間
補
正
人
口
を
参
照
し
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
〇
年
の
国
勢

調
査
に
も
と
づ
く
人
口
を
基
準
と
し
た
概
算
値
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
1
―

1
に
示
す
。

表
1
―

1
の
全
セ
ル
の
計
を
100
％
と
し
た
場
合
の
各
セ
ル
の
構
成
比
を
表
1
―

2
に
示
し
た
。

合
計
一
〇
〇
〇
人
を
目
標
サ
ン
プ
ル
数
と
し
、
表
1
―

1
の
年
齢
五
歳
階
級
別
か
つ
性
別
の
比
率
に
し
た
が
っ
て
サ
ン
プ
ル
数

を
割
り
当
て
た
。
割
り
当
て
数
を
表
1
―

3
に
示
す
。

年齢 男女計 男 女

20 ～ 24 9.8 % 5.0 % 4.8 %

25 ～ 29 10.8 % 5.5 % 5.3 %

30 ～ 34 12.0 % 6.1 % 5.9 %

35 ～ 39 14.1 % 7.2 % 7.0 %

40 ～ 44 15.4 % 7.8 % 7.6 %

45 ～ 49 13.4 % 6.8 % 6.7 %

50 ～ 54 12.2 % 6.1 % 6.1 %

55 ～ 59 12.2 % 6.1 % 6.1 %

表 1-2　20 ～ 59 歳の年齢 5歳階級別かつ性別の構成比（%）
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表
1
―

3
の
割
り
付
け
に
も
と
づ
い
て
、
株
式
会
社
マ
ク
ロ
ミ
ル
に
ネ
ッ
ト
調
査
を
発
注
し
た
。
通
常
の
同
社
の
調
査
で
は

「
調
査
・
広
告
」
従
業
者
は
調
査
対
象
者
か
ら
除
外
さ
れ
る
が
、
業
種
に
よ
る
除
外
を
一
切
せ
ず
に
実
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

調
査
開
始
日
時
は
二
〇
一
四
年
三
月
一
三
日
（
木
）
二
二
時
三
六
分
、
調
査
終
了
日
時
は
二
〇
一
四
年
三
月
一
五
日
（
土
）

一
〇
時
〇
〇
分
で
あ
っ
た
。

回
収
サ
ン
プ
ル
数
と
年
齢
五
歳
階
級
別
か
つ
性
別
の
比
率
は
以
下
の
表
1
―

4
、
表
1
―

5
の
と
お
り
で
あ
る
。

株
式
会
社
マ
ク
ロ
ミ
ル
は
、
無
効
と
な
る
サ
ン
プ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
を
見
越
し
、
発
注
数
の
103
％
以
上
の
納
品
を
す
る
こ
と

年齢 男女計 男 女

20 ～ 24 98 50 48

25 ～ 29 108 55 53

30 ～ 34 120 61 59

35 ～ 39 141 72 70

40 ～ 44 154 78 76

45 ～ 49 134 68 67

50 ～ 54 122 61 61

55 ～ 59 122 61 61

合計 1000 505 495

表 1-3　サンプル割り当て数（単位：人）

年齢 男女計 男 女

20 ～ 24 102 52 50

25 ～ 29 112 57 55

30 ～ 34 124 63 61

35 ～ 39 148 75 73

40 ～ 44 160 81 79

45 ～ 49 140 70 70

50 ～ 54 126 63 63

55 ～ 59 126 63 63

合計 1038 524 514

表 1-4　回収サンプル数（人）
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と
な
っ
て
い
る
た
め
、
発
注
サ
ン
プ
ル
数
よ
り
も
回
収
数
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、
と
く
に
無
効

と
す
べ
き
サ
ン
プ
ル
は
な
く
、
表
1
―

2
の
構
成
比
と
表
1
―

5
の
構
成
比
に
大
き
な
隔
た
り
は
み
ら
れ
な
い
た
め
、
す
べ
て
の
サ

ン
プ
ル
を
そ
の
ま
ま
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
山
本
功
）

年齢 男女計 男 女

20 ～ 24 9.8 % 5.0 % 4.8 %

25 ～ 29 10.8 % 5.5 % 5.3 %

30 ～ 34 11.9 % 6.1 % 5.9 %

35 ～ 39 14.3 % 7.2 % 7.0 %

40 ～ 44 15.4 % 7.8 % 7.6 %

45 ～ 49 13.5 % 6.7 % 6.7 %

50 ～ 54 12.1 % 6.1 % 6.1 %

55 ～ 59 12.1 % 6.1 % 6.1 %

合計 100.0 % 50.5 % 49.5 %

表 1-5　回収サンプルの年齢五歳階級別かつ性別の構成比（%）

二
　
一
般
的
信
頼
と
自
殺
許
容

こ
の
章
で
は
、
一
般
的
信
頼
と
自
殺
許
容
と
の
関
連
を
分
析
す
る
。

１
　
一
般
的
信
頼
尺
度
の
構
成

山
岸
（1998 : 92

）
に
よ
る
一
般
的
信
頼
尺
度
六
項
目
の
う
ち
五
項

目
を
用
い
た
一
般
的
信
頼
尺
度
を
構
成
し
た
。
回
答
は
「
と
て
も
そ

う
思
う
」「
や
や
そ
う
思
う
」「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」「
全
く
そ
う

思
わ
な
い
」
の
四
件
法
で
あ
る
。
設
問
を
以
下
に
示
す
。「
ほ
と
ん
ど

の
人
は
信
頼
で
き
る
」「
ほ
と
ん
ど
の
人
は
基
本
的
に
正
直
で
あ
る
」

「
ほ
と
ん
ど
の
人
は
他
人
を
信
頼
し
て
い
る
」「
た
い
て
い
の
人
は
、
人

か
ら
信
頼
さ
れ
た
場
合
、
同
じ
よ
う
に
そ
の
相
手
を
信
頼
す
る
」「
ほ

と
ん
ど
の
人
は
基
本
的
に
善
良
で
親
切
で
あ
る
」。
信
頼
性
係
数
は

α=
0.89

と
な
っ
た
。
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得
点
を
逆
転
さ
せ
、「
と
て
も
そ
う
思
う
」
の
四
点
か

ら
「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
の
一
点
ま
で
の
総
和
を
算
出
し
、

一
般
的
信
頼
尺
度
と
し
た
。N

=
1038

、
レ
ン
ジ
は
5
～
20
、

平
均12.22±

2.81

、
歪
度-0.41

、
尖
度0.12

と
な
っ
た
。

中
央
値
が
一
二
点
で
あ
っ
た
た
め
、
五
点
～
一
二
を
低
信

頼
群
と
し
、
一
三
点
以
上
を
高
信
頼
群
と
し
た
二
群
を
独
立

変
数
と
し
て
、
自
殺
許
容
と
の
関
連
を
分
析
し
て
い
く
。

自
殺
許
容
に
関
し
て
は
、
強
い
肯
定
と
弱
い
肯
定
、
強
い

否
定
と
弱
い
否
定
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
、
二
値
化
し
て
分
析

に
用
い
た
。

２
　
一
般
的
信
頼
と
自
殺
許
容
と
の
ク
ロ
ス
集
計
分
析

一
般
的
信
頼
の
高
低
二
群
と
自
殺
許
容
を
測
定
す
る
五
項

目
そ
れ
ぞ
れ
と
を
ク
ロ
ス
集
計
し
、
カ
イ
二
乗
検
定
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
を
表
2
―

1
に
示
し
た
。

表
か
ら
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、「
病
気
を
苦
に
し
た
自
殺

は
理
解
で
き
る
」「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
困
難
に
あ
っ
た
人

は
、
自
殺
を
し
て
も
や
む
を
え
な
い
」「
責
任
を
と
っ
て
自

殺
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
」「
生
死
は
最
終
的
に
本
人
の

そう思う
そう思

わない
χ2 値 ｐ値

病気を苦にした自殺は理

解できる

低信頼群 (n=543) 62.4% 37.6%
0.366 0.545

高信頼群 (n=495) 64.2% 35.8%

どうしようもない困難に

あった人は、自殺をして

もやむをえないときもある

低信頼群 (n=543) 47.9% 52.1%
1.538 0.215

高信頼群 (n=495) 44.0% 56.0%

責任をとって自殺すること

は仕方がない

低信頼群 (n=543) 15.5% 84.5%
0.105 0.746

高信頼群 (n=495) 14.7% 85.3%

生死は最終的に本人の判

断に任せるべきである

低信頼群 (n=543) 70.9% 29.1%
0.047 0.828

高信頼群 (n=495) 71.5% 28.5%

自殺は絶対すべきではな

い

低信頼群 (n=543) 60.8% 39.2%
34.931 0.000 ***

高信頼群 (n=495) 77.8% 22.2%

***p<0.001  **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1

表 2-1　一般的信頼の高低 2 群と自殺許容のクロス集計結果
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判
断
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
の
四
項
目
と
は
、
関
連
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

だ
が
、「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
項
目
で
は
、
肯
定
的
回
答
が
低
信

頼
群
60
・
8
％
、
高
信
頼
群
77
・
8
％
と
、
高
信
頼
群
の
方
が
17
・
0
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

カ
イ
二
乗
検
定
で
は
0
・
1
％
水
準
で
有
意
な
差
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の

項
目
に
関
し
て
、
年
齢
と
性
別
を
投
入
し
た
分
析
を
行
っ
て
い
く
。

３
　
性
別
・
年
齢
別
の
一
般
的
信
頼
と
「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
の
分
析

表
2
―

2
は
、
性
別
に
、
一
般
的
信
頼
の
高
低
二
群
と
「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
の
ク
ロ
ス
集
計
し
た
結
果
で
あ
る
。
男
女
と
も
に
、
高
信
頼
群
の
方
が
「
自
殺
は

絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
男
性
は
1
％
水
準
で
、
女
性
は

0
・
1
％
水
準
で
有
意
な
差
で
あ
っ
た
。

表
2
―

3
は
、
一
〇
歳
刻
み
の
年
代
別
に
、
一
般
的
信
頼
の
高
低
二
群
と
「
自
殺
は
絶

対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
を
ク
ロ
ス
集
計
し
た
結
果
で
あ
る
。
す
べ
て
の
年
代
に
お
い
て
、

高
信
頼
群
の
方
が
「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
二
〇

代
は
0
・
1
％
水
準
、
三
〇
代
と
四
〇
代
は
5
％
水
準
、
五
〇
代
は
1
％
水
準
で
有
意
な

差
で
あ
っ
た
。

表
2
―

4
は
、
性
別
か
つ
一
〇
歳
刻
み
の
年
代
別
に
、
一
般
的
信
頼
の
高
低
二
群
と

「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
を
ク
ロ
ス
集
計
し
た
結
果
で
あ
る
。
す
べ
て
の
性

0

0

0

0

0

別
か
つ
年
代
別
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
高
信
頼
群
の
方
が

0

0

0

0

0

0

0

「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い

0

0

そう思う そう思わない χ2 値 ｐ値

　男　性
低信頼群 (n=293) 57.0 % 43.0 %

10.880 0.001 **
高信頼群 (n=231) 71.0 % 29.0 %

　女　性
低信頼群 (n=250) 65.2 % 34.8 %

23.289 0.000 ***
高信頼群 (n=264) 83.7 % 16.3 %

***p<0.001  **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1

表 2-2　性別にみた一般的信頼と「自殺は絶対すべきではない」のクロス集計結果
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そう思う そう思わない χ2 値 ｐ値

　　20 代
低信頼群 (n=131) 48.1 % 51.9 %

13.454 0.000 ***
高信頼群 (n=83) 73.5 % 26.5 %

　　30 代
低信頼群 (n=156) 66.0 % 34.0 %

6.613 0.010 *
高信頼群 (n=116) 80.2 % 19.8 %

　　40 代
低信頼群 (n=148) 63.5 % 36.5 %

5.852 0.016 *
高信頼群 (n=152) 76.3 % 23.7 %

　　50 代
低信頼群 (n=108) 64.8 % 35.2 %

7.158 0.007 **
高信頼群 (n=144) 79.9 % 20.1 %

***p<0.001  **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1

表 2-3　年代別にみた一般的信頼と「自殺は絶対すべきではない」のクロス集計結果

表 2-4　性別・年代別にみた一般的信頼と「自殺は絶対すべきではない」のクロス集計結果

そう思う そう思わない χ2 値 ｐ値

　20 代男性
低信頼群 (n=69) 44.9 % 55.1 %

4.089 0.043 *
高信頼群 (n=40) 65.0 % 35.0 %

　20 代女性
低信頼群 (n=62) 51.6 % 48.4 %

9.752 0.002 **
高信頼群 (n=43) 81.4 % 18.6 %

　30 代男性
低信頼群 (n=85) 63.5 % 36.5 %

0.980 0.322
高信頼群 (n=53) 71.7 % 28.3 %

　30 代女性
低信頼群 (n=71) 69.0 % 31.0 %

6.425 0.011 *
高信頼群 (n=63) 87.3 % 12.7 %

　40 代男性
低信頼群 (n=79) 62.0 % 38.0 %

1.307 0.253
高信頼群 (n=72) 70.8 % 29.2 %

　40 代女性
低信頼群 (n=69) 65.2 % 34.8 %

4.928 0.026 *
高信頼群 (n=80) 81.3 % 18.8 %

　50 代男性
低信頼群 (n=60) 55.0 % 45.0 %

5.121 0.024 *
高信頼群 (n=66) 74.2 % 25.8 %

　50 代女性
低信頼群 (n=48) 77.1 % 22.9 %

1.130 0.288
高信頼群 (n=78) 84.6 % 15.4 %

***p<0.001  **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1
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う
回
答
が
多
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

。

有
意
な
差
が
検
出
さ
れ
た
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
二
〇
代
男
性
5
％
水
準
、
二
〇
代
女
性
1
％
水
準
、
三
〇
代
女
性

5
％
水
準
、
四
〇
代
女
性
5
％
水
準
、
五
〇
代
男
性
5
％
水
準
で
の
有
意
差
が
あ
っ
た
。

性
別
か
つ
年
代
別
に
分
析
す
る
と
、
各
群
の
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
カ
イ
二
乗
検
定
で
は
有
意
差
が
検
出
さ

れ
に
く
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
有
意
で
は
な
い
性
・
年
代
も
あ
る
が
、
方
向
と
し
て
は
同
一
で
あ
っ
た
。

以
上
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
、
一
般
的
信
頼
の
高
い
回
答
者
は
、
自
殺
を
許
容
し
な
い
傾
向
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
少
な
く
と

も
、
性
別
で
の
分
析
、
年
代
別
で
の
分
析
で
は
有
意
に
こ
う
し
た
仮
説
が
支
持
さ
れ
た
。
性
別
か
つ
年
代
別
の
分
析
で
は
サ
ン
プ

ル
サ
イ
ズ
の
問
題
も
あ
り
、
有
意
な
性
・
年
代
と
有
意
差
の
な
い
性
・
年
代
の
両
者
が
み
ら
れ
た
が
、
方
向
と
し
て
は
同
一
で

あ
っ
た
。

心
理
学
や
社
会
学
な
ど
、
様
々
な
領
域
で
注
目
さ
れ
て
き
た
「
信
頼
」
が
、
人
々
の
自
殺
許
容
態
度
に
対
し
て
負
の
効
果
が
あ

り
そ
う
だ
と
い
う
知
見
は
、
自
殺
対
策
の
一
助
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
こ
の
報
告
書
を
も
っ
て
第
一

報
と
し
た
い
。（
山
本
功
）

三
　
自
殺
許
容
度
の
分
析

こ
の
章
で
は
、
自
殺
許
容
度
の
基
礎
的
分
析
を
行
う
。

１
　
自
殺
許
容
度
の
測
定

本
調
査
で
は
、
五
項
目
の
設
問
で
「
自
殺
許
容
度
」
を
測
定
し
た
。
な
お
、
項
目
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
内
閣
府
自
殺
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対
策
推
進
室
「
自
殺
対
策
に
関
す
る
意
識
調
査
」（
二
〇
一
二
年
一
月
、

二
〇
〇
八
年
二
～
三
月
）
を
参
照
し
た
。
こ
の
章
で
は
、
性
別
、
年
代
別
の

分
析
を
行
い
記
述
し
て
い
く
。
各
項
目
の
回
答
分
布
を
表
3
―

1
に
示
し
た
。

「
病
気
を
苦
に
し
た
自
殺
は
理
解
で
き
る
」
と
い
う
項
目
で
は
、

54
・
7
％
と
半
分
以
上
が
「
や
や
そ
う
思
う
」
と
い
う
弱
い
肯
定
の
回
答
と

な
っ
て
い
る
。「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
が
28
・
1
％
と
そ

れ
に
続
き
、
強
い
肯
定
、
強
い
否
定
は
と
も
に
8
・
6
％
と
一
割
未
満
で

あ
っ
た
。

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
困
難
に
あ
っ
た
人
は
、
自
殺
を
し
て
も
や
む
を
え

な
い
と
き
も
あ
る
」
と
い
う
設
問
で
は
、「
や
や
そ
う
思
う
」
38
・
6
％
、

「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
39
・
1
％
と
弱
い
肯
定
と
弱
い
否
定
が
ほ
ぼ
同

水
準
で
あ
っ
た
。「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
と
い
う
強
い
否
定
が
14
・
8
％

と
な
っ
て
お
り
、「
と
て
も
そ
う
思
う
」
と
い
う
強
い
肯
定
7
・
4
％
の
二

倍
と
な
っ
て
い
る
。

「
責
任
を
と
っ
て
自
殺
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
設
問
で
は
、

「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
43
・
9
％
、「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
40
・
9
％

と
八
割
強
が
否
定
的
な
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

「
生
死
は
最
終
的
に
本
人
の
判
断
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
設
問

で
は
、「
と
て
も
そ
う
思
う
」
20
・
3
％
、「
や
や
そ
う
思
う
」
50
・
9
％
と
、

とても

そう思う

やや

そう思う

あまりそう

思わない

全くそう

思わない

人数

（人）

病気を苦にした自殺は理解できる 8.6 % 54.7 % 28.1 % 8.6 % 1038

どうしようもない困難にあった人は、

自殺をしてもやむをえないときもある
7.4 % 38.6 % 39.1 % 14.8 % 1038

責任をとって自殺することは仕方がな

い
1.9 % 13.2 % 43.9 % 40.9 % 1038

生死は最終的に本人の判断に任せる

べきである
20.3 % 50.9 % 22.2 % 6.6 % 1038

自殺は絶対すべきではない 32.6 % 36.3 % 25.6 % 5.5 % 1038

表 3-1　自殺許容度を測定する各項目の単純集計結果
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七
割
程
度
が
肯
定
的
な
回
答
で
あ
っ
た
。

「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
設
問

で
は
、「
と
て
も
そ
う
思
う
」
32
・
6
％
、「
や
や
そ

う
思
う
」
36
・
3
％
で
あ
り
、
七
割
弱
が
肯
定
的

0

0

0

0

0

0

0

な

回
答
で
あ
っ
た
。
こ
の
設
問
に
対
し
、「
あ
ま
り
そ

う
思
わ
な
い
」
25
・
6
％
、「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」

5
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
自
殺
の
否
定
を
直
接
た

ず
ね
た
設
問
に
対
し
、
三
割
が
許
容
的
な
回
答
で

あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
五
項
目
を
み
る
と
、「
病
気
」「
困
難
」

「
責
任
を
と
っ
て
」
と
い
っ
た
条
件
を
提
示
し
た
場

合
と
、
原
則
的
な
設
問
と
で
、
回
答
者
の
反
応
が
異

な
る
こ
と
が
分
か
る
。
概
し
て
、
何
ら
か
の
条
件
下

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
と

0

0

0

0

、
自
殺
許
容
度
が
上
昇
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
、
見

て
と
れ
る
。

２
　
性
別
に
み
た
自
殺
許
容
度

つ
い
で
、
性
別
に
自
殺
許
容
度
を
測
定
す
る
各
項

目
を
分
析
し
て
い
く
。
解
釈
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

そう思う
そう思わ

ない
合計 χ2 値 ｐ値

病気を苦にした自殺は理

解できる

男性（n=524） 65.6 % 34.4 % 100.0 %
2.524 0.112

女性（n=514） 60.9 % 39.1 % 100.0 %

どうしようもない困難に

あった人は、自殺をして

もやむをえないときもある

男性（n=524） 47.5 % 52.5 % 100.0 %
0.919 0.338

女性（n=514） 44.6 % 55.4 % 100.0 %

責任をとって自殺するこ

とは仕方がない

男性（n=524） 16.4 % 83.6 % 100.0 %
1.365 0.243

女性（n=514） 13.8 % 86.2 % 100.0 %

生死は最終的に本人の

判断に任せるべきである

男性（n=524） 73.9 % 26.1 % 100.0 %
3.652 0.056 †

女性（n=514） 68.5 % 31.5 % 100.0 %

自殺は絶対すべきではな

い

男性（n=524） 63.2 % 36.8 % 100.0 %
16.122 0.000 ***

女性（n=514） 74.7 % 25.3 % 100.0 %

***p<0.001  **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1

表 3-2　性別にみた自殺許容度
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強
い
肯
定
と
弱
い
肯
定
、
強
い
否
定
と
弱
い
否
定
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
、
二
値
化
し
て
分
析
に
用
い
る
。

性
別
に
ク
ロ
ス
集
計
し
た
結
果
を
、
表
3
―

2
に
提
示
す
る
。

五
項
目
中
二
項
目
に
お
い
て
、
性
別
に
よ
る
違
い
が
み
ら
れ
た
。

「
生
死
は
最
終
的
に
本
人
の
判
断
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
設
問
に
対
し
、
肯
定
的
な
回
答
が
男
性
73
・
9
％
、
女
性

68
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、
5
・
4
ポ
イ
ン
ト
男
性
の
方
が
高
い
。
カ
イ
二
乗
検
定
で
は
、
10
％
水
準
の
有
意
傾
向
で
あ
っ
た
。

「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
項
目
で
は
、
肯
定
的
な
回
答
が
男
性
63
・
2
％
、
女
性
74
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、

女
性
の
方
が
11
・
5
ポ
イ
ン
ト
高
い
。
0
・
1
％
水
準
で
有
意
な
差
で
あ
っ
た
。

統
計
的
検
定
で
有
意
と
な
っ
た
の
は
一
項
目
、
有
意
傾
向
が
一
項
目
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
有
意
差
の
な
い
項
目
で
も
、
わ

ず
か
な
が
ら
男
性
の
方
が
自
殺
を
許
容
す
る
回
答
が
多
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
見
て
と
れ
る
。

３
　
年
代
別
に
み
た
自
殺
許
容
度

つ
い
で
、
年
代
別
に
自
殺
許
容
度
を
測
定
す
る
各
項
目
を
分
析
し
て
い
く
。
前
項
と
同
様
、
回
答
を
二
値
化
し
て
分
析
に
用
い

た
。
年
代
別
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果
を
以
下
の
表
3
―

3
に
示
し
た
。

五
項
目
中
二
項
目
に
お
い
て
有
意
差
が
検
出
さ
れ
た
。

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
困
難
に
あ
っ
た
人
は
、
自
殺
を
し
て
も
や
む
を
え
な
い
」
と
い
う
項
目
は
、
肯
定
的
な
回
答
が
二
〇
代

54
・
2
％
、
三
〇
代
47
・
8
％
、
四
〇
代
42
・
3
％
、
五
〇
代
41
・
7
％
と
な
っ
て
い
る
。
年
代
が
低
い
ほ
ど
肯
定
的
な
回
答
が

多
い
こ
と
が
分
か
る
。
と
り
わ
け
、
二
〇
代
で
は
半
数
以
上
が
肯
定
的
で
あ
り
、
三
〇
代
で
あ
っ
て
も
半
数
に
近
い
。
二
〇
代
と

五
〇
代
の
差
は
12
・
5
ポ
イ
ン
ト
あ
る
。
カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
、
5
％
水
準
で
有
意
な
差
で
あ
っ
た
。

「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
項
目
で
は
、
三
〇
代
～
五
〇
代
は
肯
定
的
な
回
答
が
七
割
で
あ
る
の
に
対
し
、
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そう思う
そう思わ

ない
合計 χ2 値 ｐ値

病気を苦にした自殺は

理解できる

20 代（n=214） 68.2 % 31.8 % 100.0 %

4.086 0.252
30 代（n=272） 64.7 % 35.3 % 100.0 %

40 代（n=300） 60.7 % 39.3 % 100.0 %

50 代（n=252） 60.7 % 39.3 % 100.0 %

どうしようもない困難に

あった人は、自殺をして

もやむをえないときもあ

る

20 代（n=214） 54.2 % 45.8 % 100.0 %

9.679 0.021 *
30 代（n=272） 47.8 % 52.2 % 100.0 %

40 代（n=300） 42.3 % 57.7 % 100.0 %

50 代（n=252） 41.7 % 58.3 % 100.0 %

責任をとって自殺するこ

とは仕方がない

20 代（n=214） 15.4 % 84.6 % 100.0 %

2.943 0.400
30 代（n=272） 12.5 % 87.5 % 100.0 %

40 代（n=300） 15.0 % 85.0 % 100.0 %

50 代（n=252） 17.9 % 82.1 % 100.0 %

生死は最終的に本人の

判断に任せるべきであ

る

20 代（n=214） 73.8 % 26.2 % 100.0 %

1.488 0.685
30 代（n=272） 70.2 % 29.8 % 100.0 %

40 代（n=300） 69.3 % 30.7 % 100.0 %

50 代（n=252） 72.2 % 27.8 % 100.0 %

自殺は絶対すべきでは

ない

20 代（n=214） 57.9 % 42.1 % 100.0 %

15.814 0.001 **
30 代（n=272） 72.1 % 27.9 % 100.0 %

40 代（n=300） 70.0 % 30.0 % 100.0 %

50 代（n=252） 73.4 % 26.6 % 100.0 %

***p<0.001  **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1

表 3-3　年代別にみた自殺許容度



死生学・応用倫理研究 21 号

46

二
〇
代
で
は
57
・
9
％
と
六
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
逆
に
み
れ
ば
、
三
〇
代
～
五
〇
代
で
は
三
割
程
度
が
自
殺
に
許
容
的
で

あ
る
が
、
二
〇
代
で
は
四
割
強
が
許
容
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
イ
二
乗
検
定
の
結
果
、
1
％
水
準
で
有
意
な
差

で
あ
っ
た
。

こ
の
項
目
は
、
自
殺
に
対
す
る
倫
理
的
判
断
を
直
接
に
言
語
化
し
た
項
目
で
あ
る
が
、
前
項
で
み
た
よ
う
に
、
性
別
で
も
有
意

な
差
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
他
の
項
目
が
あ
る
種
の
条
件
づ
け
を
し
た
設
問
で
あ
る
の
に
対
し
、
直
接
に
た
ず
ね
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
の
項
目
に
お
い
て
の
み
性
別
、
年
代
別
と
も
に
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
し
て
記
録
し
て
お
き
た
い
。

人
々
の
自
殺
許
容
と
い
う
態
度
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
尺
度
化
し
た
分
析
と
と
も
に
、
こ
の
項
目
の
み
に
特
化
し
た
分
析
も

試
み
ら
れ
て
よ
い
可
能
性
が
あ
る
。

４
　
性
別
・
年
代
別
に
み
た
自
殺
許
容
度

性
別
か
つ
年
代
別
の
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た
。
前
項
ま
で
と
同
様
に
、
回
答
を
二
値
化
し
て
分
析
に
用
い
た
。
ク
ロ
ス
集
計
結

果
を
以
下
の
表
3
―

4
に
示
し
た
。

五
項
目
中
三
項
目
に
お
い
て
、
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
。

「
病
気
を
苦
に
し
た
自
殺
は
理
解
で
き
る
」
と
い
う
項
目
に
お
い
て
、
肯
定
的
な
回
答
は
お
お
む
ね
55
％
か
ら
65
％
の
間
で
分

布
し
て
い
る
が
、
二
〇
代
男
性
の
み
が
77
・
1
％
と
突
出
し
て
高
い
。
5
％
水
準
で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
。

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
困
難
に
あ
っ
た
人
は
、
自
殺
を
し
て
も
や
む
を
え
な
い
」
と
い
う
項
目
で
は
、
肯
定
的
な
回
答
が
二
〇

代
男
性
で
59
・
6
％
と
高
い
。
逆
に
、
五
〇
代
女
性
で
37
・
3
％
、
四
〇
代
男
性
で
37
・
7
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
5
％
水
準

で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
。

「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
項
目
で
は
、
肯
定
的
な
回
答
が
二
〇
代
男
性
で
52
・
3
％
と
最
も
低
か
っ
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そう思う そう思わ
ない 合計 χ2 値 ｐ値

病気を苦にした自殺は

理解できる

20 代男性（n=109） 77.1 % 22.9 % 100.0 %

15.694 0.028 *

20 代女性（n=105） 59.0 % 41.0 % 100.0 %
30 代男性（n=138） 65.2 % 34.8 % 100.0 %
30 代女性（n=134） 64.2 % 35.8 % 100.0 %
40 代男性（n=151） 57.6 % 42.4 % 100.0 %
40 代女性（n=149） 63.8 % 36.2 % 100.0 %
50 代男性（n=126） 65.9 % 34.1 % 100.0 %
50 代女性（n=126） 55.6 % 44.4 % 100.0 %

どうしようもない困難

にあった人は、自殺を

してもやむをえないとき

もある

20 代男性（n=109） 59.6 % 40.4 % 100.0 %

17.367 0.015 *

20 代女性（n=105） 48.6 % 51.4 % 100.0 %
30 代男性（n=138） 50.0 % 50.0 % 100.0 %
30 代女性（n=134） 45.5 % 54.5 % 100.0 %
40 代男性（n=151） 37.7 % 62.3 % 100.0 %
40 代女性（n=149） 47.0 % 53.0 % 100.0 %
50 代男性（n=126） 46.0 % 54.0 % 100.0 %
50 代女性（n=126） 37.3 % 62.7 % 100.0 %

責任をとって自殺する

ことは仕方がない

20 代男性（n=109） 22.0 % 78.0 % 100.0 %

11.986 0.101

20 代女性（n=105） 8.6 % 91.4 % 100.0 %
30 代男性（n=138） 12.3 % 87.7 % 100.0 %
30 代女性（n=134） 12.7 % 87.3 % 100.0 %
40 代男性（n=151） 13.2 % 86.8 % 100.0 %
40 代女性（n=149） 16.8 % 83.2 % 100.0 %
50 代男性（n=126） 19.8 % 80.2 % 100.0 %
50 代女性（n=126） 15.9 % 84.1 % 100.0 %

生死は最終的に本人

の判断に任せるべきで

ある

20 代男性（n=109） 77.1 % 22.9 % 100.0 %

6.616 0.470

20 代女性（n=105） 70.5 % 29.5 % 100.0 %
30 代男性（n=138） 73.2 % 26.8 % 100.0 %
30 代女性（n=134） 67.2 % 32.8 % 100.0 %
40 代男性（n=151） 69.5 % 30.5 % 100.0 %
40 代女性（n=149） 69.1 % 30.9 % 100.0 %
50 代男性（n=126） 77.0 % 23.0 % 100.0 %
50 代女性（n=126） 67.5 % 32.5 % 100.0 %

自殺は絶対すべきでは

ない

20 代男性（n=109） 52.3 % 47.7 % 100.0 %

33.108 0.000 ***

20 代女性（n=105） 63.8 % 36.2 % 100.0 %
30 代男性（n=138） 66.7 % 33.3 % 100.0 %
30 代女性（n=134） 77.6 % 22.4 % 100.0 %
40 代男性（n=151） 66.2 % 33.8 % 100.0 %
40 代女性（n=149） 73.8 % 26.2 % 100.0 %
50 代男性（n=126） 65.1 % 34.9 % 100.0 %
50 代女性（n=126） 81.7 % 18.3 % 100.0 %

***p<0.001  **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1

表 3-4　性別・年代別にみた自殺許容度
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た
。
他
方
、
五
〇
代
女
性
で
は
81
・
7
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

0
・
1
％
水
準
で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
。

以
上
の
三
項
目
を
と
お
し
て
、
二
〇
代
男
性
が
最
も
自
殺
に

対
し
て
許
容
的
で
あ
っ
た
。

な
お
、
最
後
の
項
目
に
関
し
て
の
み
、
回
答
の
構
成
比
を
視

覚
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、「
自
殺
は
絶
対
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
設
問
へ
の
肯
定
的
な
回
答
の
構
成
比

を
図
3
―

1
に
示
し
た
。

５
　
自
殺
許
容
度
を
尺
度
化
し
た
分
析

自
殺
許
容
度
を
測
定
す
る
五
項
目
を
用
い
て
、
自
殺
許
容
尺

度
を
構
成
し
た
。

「
病
気
を
苦
に
し
た
自
殺
は
理
解
で
き
る
」「
ど
う
し
よ
う
も

な
い
困
難
に
あ
っ
た
人
は
、
自
殺
を
し
て
も
や
む
を
え
な
い
と

き
も
あ
る
」「
責
任
を
と
っ
て
自
殺
す
る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
」

「
生
死
は
最
終
的
に
本
人
の
判
断
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
」
の

四
項
目
に
つ
き
、
得
点
を
逆
転
さ
せ
て
「
と
て
も
そ
う
思
う
」

四
点
～
「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
一
点
と
し
た
。「
自
殺
は
絶

対
す
べ
き
で
は
な
い
」
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
「
と
て
も
そ
う

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

20 代男性（n=109)

20 代女性（n=105)

30 代男性（n=138)

30 代女性（n=134)

40 代男性（n=151)

40 代女性（n=149)

50 代男性（n=126)

50 代女性（n=126)

52.3 %

63.8 %

66.7 %

77.6 %

66.2 %

73.8 %

65.1 %

81.7 %

10.0% 30.0% 50.0% 70.0% 90.0%

図 3-1　「自殺は絶対すべきでない」という設問への肯定的な回答の構成比
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思
う
」
一
点
～
「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
四
点
と
し
た
。
す
な

わ
ち
、
得
点
が
高
い
ほ
ど
自
殺
許
容
度
が
高
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
得
点
分
布
を
図
3
―

2
、
表
3
―

5
に
示
し
た
。

こ
れ
ら
五
項
目
の
信
頼
性
係
数
はα=

0.77

と
な
っ
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
五
項
目
で
因
子
分
析
（
最
尤
法
）
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
一
因
子
構
造
に
お
さ
ま
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

図 3-2　自殺許容尺度の得点分布

表 3-5　自殺許容尺度の分布

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

22 24
32

71

83

126

145

125
121 120

84

40

17
13 11

4
0

20

40

60

80

100

120

140

160

尺度得点 度数 構成比 累積構成比

5 22 2.1 2.1 
6 24 2.3 4.4 
7 32 3.1 7.5 
8 71 6.8 14.4 
9 83 8.0 22.4 
10 126 12.1 34.5 
11 145 14.0 48.5 
12 125 12.0 60.5 
13 121 11.7 72.2 
14 120 11.6 83.7 
15 84 8.1 91.8 
16 40 3.9 95.7 
17 17 1.6 97.3 
18 13 1.3 98.6 
19 11 1.1 99.6 
20 4 0.4 100.0 

合計 1038 100.0 
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表 3-6　年代別の自殺許容尺度得点

平均値 SD

20 代（n=214） 12.14 3.11

30 代（n=272） 11.62 2.83

40 代（n=300） 11.41 2.89

50 代（n=252） 11.64 2.85

以
上
の
五
項
目
の
総
和
を
算
出
し
、
自
殺
許
容
尺
度
と
し
た
。N

=
1038

、
レ
ン
ジ
は
5
～
20
、
平
均11.67±

2.92

、
歪
度0.03

、

尖
度-0.14

と
な
っ
た
。

①
性
別
の
比
較

性
別
を
独
立
変
数
と
し
、
自
殺
許
容
尺
度
を
従
属
変
数
と
し
た
平
均
の
差
の
検
定
を
行
っ
た
。
男
性
（n=

524

）
は
平
均

11.91±
3.05

、
女
性
（n=

514

）
は
平
均
値11.42±

2.76

と
な
っ
た
。t (1036)=

2.65

、p =
0.008

と
な
り
、
1
％
水
準
で
有
意
な

差
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
男
性
の
方
が
自
殺
許
容
度
が
高
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
年
代
別
の
比
較

一
〇
歳
刻
み
の
年
代
を
独
立
変
数
と
し
、
自
殺
許
容
尺
度
を
従
属
変
数
と
し
た
一
元
配
置
分

散
分
析
を
行
っ
た
。
平
均
値
と
標
準
偏
差
（SD

）
を
表
3
―

6
に
示
し
た
。

F
(3, 1034)=

2.66

、p =
0.047

と
な
り
、
5
％
水
準
で
有
意
な
差
が
み
ら
れ
た
。Tukey

の

H
SD

法
で
多
重
比
較
し
た
結
果
、
二
〇
代
と
四
〇
代
の
間
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5 0

％
水
準
で
有
意
な
差

0

0

0

0

0

0

0

0

が
あ
っ
た
。

な
お
、
表
3
―

6
か
ら
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、
年
代
と
自
殺
許
容
尺
度
得
点
は
直
線
的
な
関

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

係
に
な
っ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
の
た
め
、
一
歳
刻
み
の
年
齢
と
自
殺
許
容
尺
度
と
の
相
関
係
数
を
算

出
す
る
と
、r =

-0.07

（p =
0.021

）
と
、
ほ
と
ん
ど
相
関
は
み
ら
れ
な
い
。
性
別
に
分
析
す
る

と
、
男
性
（n=

524

）
で
はr =

-0.08
（p =

0.068

）、
女
性
（n=

514

）
で
はr =

-0.06

（p =
0.155

）

と
有
意
で
は
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

③
性
別
、
年
代
を
独
立
変
数
と
し
た
重
回
帰
分
析
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自
殺
許
容
尺
度
を
従
属
変
数
と
し
た
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
独
立

変
数
と
し
て
性
別
と
年
代
を
投
入
し
た
。
な
お
、
前
項
で
み
た
よ
う
に
、

年
齢
と
自
殺
許
容
度
は
直
線
関
係
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
年
齢
を
そ

の
ま
ま
投
入
せ
ず
に
、
五
〇
代
を
ベ
ー
ス
と
し
た
一
〇
歳
刻
み
の
ダ

ミ
ー
変
数
を
投
入
し
た
。
ま
た
、
試
行
的
に
未
既
婚
の
別
を
投
入
し
た

モ
デ
ル
も
作
成
し
た
。
解
析
結
果
を
表
3
―

7
に
示
し
た
。

モ
デ
ル
1
は
、
性
別
と
年
代
の
み
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
モ

デ
ル
は
有
意
で
は
あ
る
が
、
調
整
済
み
決
定
係
数
が0.010

と
あ
て
は

ま
り
は
非
常
に
よ
く
な
い
。
性
別
が
男
性
で
あ
る
と
、
自
殺
を
許
容
す

る
方
向
で
有
意
な
結
果
と
な
っ
た
。
年
代
は
二
〇
代
に
お
い
て
自
殺
を

許
容
す
る
方
向
で
有
意
傾
向
で
あ
っ
た
。

モ
デ
ル
2
は
、
性
別
と
年
代
に
加
え
て
未
既
婚
の
別
を
投
入
し
た
モ

デ
ル
で
あ
る
。
モ
デ
ル
1
と
同
様
に
性
別
は
有
意
な
効
果
を
も
つ
が
、

年
代
は
有
意
で
は
な
く
な
る
。
未
既
婚
の
別
は
1
％
水
準
で
有
意
で
あ

り
、
β
の
値
も
最
も
高
い
。
未
婚
・
離
死
別
者
は
有
意
に
自
殺
を
許
容

す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
な
る
と
、
年
代
の
効
果
に

み
え
て
い
た
も
の
は
未
婚
・
既
婚
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
効
果
で
あ
る
可

能
性
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
モ
デ
ル
1
よ
り
は
上
昇
す
る
が
、
モ
デ
ル
2
の
調
整
済
み
決

表 3-7　自殺許容尺度の重回帰分析

モデル 1 モデル 2

β p 値 β ｐ値

性別（男性 =1、女性 =0） 0.08 0.008 0.07 0.021

20 代ダミー 0.07 0.069 0.03 0.476

30 代ダミー 0.00 0.922 -0.02 0.614

40 代ダミー -0.04 0.353 -0.05 0.247

未既婚（未婚・離死別 =1、既婚 =0） 0.09 0.007

p 値 0.005 0.000

R2 値 0.014 0.021

調査済み R2 0.010 0.017
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定
係
数
は0.017

と
き
わ
め
て
低
い
。
性
別
、
年
齢
、
未
既
婚
と
い
っ
た
基
本
的
な

属
性
の
み
に
よ
っ
て
は
、
自
殺
を
許
容
す
る
態
度
の
説
明
力
は
乏
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
別
の
要
因
を
組
み
込
ん
だ
モ
デ
ル
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。（
山
本
功
）

四
　
死
生
観
・
宗
教
観
と
自
殺
許
容

こ
の
章
で
は
、
死
生
観
・
宗
教
観
と
自
殺
許
容
と
の
関
連
を
分
析
す
る
。

１
　
死
生
観
・
宗
教
観
と
自
殺
許
容

第
三
章
で
求
め
た
自
殺
許
容
尺
度
を
用
い
て
、
死
生
観
・
宗
教
観
と
自
殺
許
容
の

関
連
を
見
て
い
く
。
死
生
観
・
宗
教
観
を
二
値
化
し
た
も
の
を
独
立
変
数
と
し
、
自

殺
許
容
度
を
従
属
変
数
と
し
た
平
均
の
差
の
検
定
（
ｔ
検
定
）
の
結
果
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
質
問
項
目
ご
と
に
表
4
―

1
示
す
。

い
ず
れ
の
項
目
で
も
、
ま
ず
「
等
分
散
性
の
た
め
のLevene

の
検
定
」
の
有
意

確
率
を
見
た
。
そ
の
値
が
す
べ
て
0
・
05
以
上
で
あ
っ
た
の
で
等
分
散
を
仮
定
し
て
、

「
そ
う
思
う
」
と
「
そ
う
思
わ
な
い
」
の
自
殺
許
容
度
の
差
を
検
定
し
た
。

そ
の
結
果
、「
死
後
も
魂
は
残
る
」「
生
ま
れ
変
わ
り
は
あ
る
」「
自
殺
を
し
た
魂

は
苦
し
み
つ
づ
け
る
」
と
思
う
人
は
、
そ
う
思
わ
な
い
人
よ
り
も
、
自
殺
許
容
度
が

1
％
水
準
で
有
意
に
低
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
私
は
宗
教
を
信
じ
て
い
る
」

設問 回答 割合
自殺許容度

の平均値

2 つの母平均の差の検定

有意確率 結果

死後も魂は残る
そう思う（n=511） 49.2 % 11.40

0.003 **
そう思わない（n=527） 50.8 % 11.93

生まれ変わりは

ある

そう思う（n=550） 53.0 % 11.44
0.006 **

そう思わない（n=488） 47.0 % 11.93

私は宗教を信じ

ている

そう思う（n=176） 17.0 % 11.33
0.09 †

そう思わない（n=862） 83.0 % 11.74

自殺をした魂は

苦しみつづける

そう思う（n=343） 33.0 % 11.23
0.001 **

そう思わない（n=695） 67.0 % 11.88

***p<0.001   **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1

表 4-1　死生観・宗教観の回答による自殺許容度の差
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と
思
う
人
は
、
そ
う
思
わ
な
い
人
よ
り
も
、
10
％
水
準
で
有
意
に
自
殺
許
容
度
が
低
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

死
ん
だ
あ
と
─
─
自
殺
を
し
た
あ
と
も
論
理
的
に
含
む
─
─
何
ら
か
の
形
で
意
識
や
存
在
が
残
る
と
考
え
る
人
の
方
が
、
自
殺
を

許
容
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

た
だ
し
、「
私
は
宗
教
を
信
じ
て
い
る
」
と
「
思
う
」
人
は
一
七
六
人
、「
思
わ
な
い
」
人
は
八
六
二
人
と
大
き
な
差
が
あ
る
こ

と
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
宗
教
を
信
じ
る
人
は
10
％
水
準
の
有
意
傾
向
で
信
じ
な
い
人
よ
り
自
殺
許
容
度
が
低

い
が
、
他
の
項
目
、
つ
ま
り
死
後
の
魂
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
自
殺
後
の
苦
し
み
で
は
、
1
％
水
準
で
「
思
う
」
人
の
方
が
「
思
わ

な
い
」
人
よ
り
自
殺
許
容
度
が
低
い
。

こ
の
よ
う
な
違
い
が
出
る
理
由
と
し
て
は
、
宗
教
を
信
じ
て
い
な
い
人
の
な
か
に
も
死
後
の
魂
や
生
ま
れ
変
わ
り
を
信
じ
る
人

が
相
当
数
い
て
、
自
殺
許
容
度
を
そ
の
分
下
げ
て
お
り
、
宗
教
的
信
仰
の
効
果
（
こ
の
場
合
は
宗
教
を
信
じ
て
い
な
い
こ
と
に
よ

る
効
果
）
を
相
対
的
に
弱
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
宗
教
を
信
じ
る
人
の
自
殺
許
容
度
は
11
・
33
と
十
分
に
低
い

の
で
、
宗
教
的
信
仰
の
効
果
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

２
　
宗
教
信
仰
の
有
無
別
に
見
た
死
生
観
と
自
殺
許
容

そ
こ
で
、
宗
教
を
信
じ
る
人
と
信
じ
な
い
人
に
分
け
て
、
他
の
三
つ
の
死
生
観
項
目
の
自
殺
許
容
度
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

い
ず
れ
の
項
目
で
も
、「
等
分
散
性
の
た
め
のLevene

の
検
定
」
の
有
意
確
率
が
す
べ
て
0
・
05
以
上
で
あ
っ
た
の
で
、
等
分

散
を
仮
定
し
て
「
そ
う
思
う
」
と
「
そ
う
思
わ
な
い
」
の
自
殺
許
容
度
の
差
を
検
定
し
た
。

結
果
は
予
測
ど
お
り
で
あ
っ
た
。
表
4
―

1
の
と
お
り
、
宗
教
を
信
じ
て
い
る
人
の
な
か
で
も
、「
死
後
も
魂
は
残
る
」
と
思
う

人
と
思
わ
な
い
人
と
の
間
で
自
殺
許
容
度
に
有
意
な
差
は
な
か
っ
た
。
同
様
に
、「
生
ま
れ
変
わ
り
は
あ
る
」
と
思
う
人
と
思
わ

な
い
人
と
の
間
で
も
、
自
殺
許
容
度
に
有
意
な
差
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、「
自
殺
を
し
た
魂
は
苦
し
み
つ
づ
け
る
」
と
思
う
人
は
、
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そ
う
思
わ
な
い
人
よ
り
も
自
殺
許
容
度
が
5
％
水
準

で
有
意
に
低
か
っ
た
。

表
4
―

2
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
宗
教
を
信
じ
て

い
な
い
人
の
な
か
で
は
、「
死
後
も
魂
は
残
る
」「
生

ま
れ
変
わ
り
は
あ
る
」「
自
殺
を
し
た
魂
は
苦
し
み

つ
づ
け
る
」
に
関
し
て
、
そ
う
思
う
人
は
そ
う
思
わ

な
い
人
よ
り
も
、
自
殺
許
容
度
が
そ
れ
ぞ
れ
1
％
水

準
、
1
％
水
準
、
5
％
水
準
で
有
意
に
低
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
を
信
じ
て
い
な
く
て
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
死
後

0

0

生0

、
輪
廻

0

0

、
自
殺
後
の
苦
し
み
に
つ
い
て
の
信
念
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

自
殺
許
容
度
を
低
下
さ
せ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
宗
教
信
仰
単
独
で
の
自

0

0

0

0

0

0

0

0

0

殺
許
容
度
低
下
の
効
果
を
相
対
的
に
弱
め
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の

だ
ろ
う
。
言
い
方
を
変
え
る
と
、
信
仰
者
よ
り
は
る

か
に
多
い
不
信
仰
者
の
間
で
も
、
死
後
生
等
を
信
じ

て
い
る
た
め
に
自
殺
許
容
度
の
低
い
人
が
い
る
た
め
、

宗
教
信
仰
者
の
自
殺
許
容
度
自
体
は
低
く
て
も
、
そ

の
効
果
が
若
干
見
え
に
く
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

表 4-2　宗教を信じる人（n=176）における死生観の回答による自殺許容度の違い

表 4-3　宗教を信じていない人（n=862）における死生観の回答による自殺許容度の違い

設問 回答 割合
自殺許容度

の平均値

2 つの母平均の差の検定

有意確率 結果

死後も魂は残る
そう思う（n=129） 73.3 % 11.30

0.798 NS
そう思わない（n=47） 26.7 % 11.43

生まれ変わりは

ある

そう思う（n=132） 75.0 % 11.33
0.977 NS

そう思わない（n=44） 25.0 % 11.32

自殺をした魂は

苦しみつづける

そう思う（n=98） 55.7 % 10.91
0.036 *

そう思わない（n=78） 44.3 % 11.86

***p<0.001   **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1

設問 回答 割合
自殺許容度

の平均値

2 つの母平均の差の検定

有意確率 結果

死後も魂は残る
そう思う（n=382） 44.3 % 11.43

0.006 **
そう思わない（n=480） 55.7 % 11.98

生まれ変わりは

ある

そう思う（n=418） 48.5 % 11.47
0.008 **

そう思わない（n=444） 51.5 % 11.99

自殺をした魂は

苦しみつづける

そう思う（n=245） 28.4 % 11.36
0.017 *

そう思わない（n=617） 71.6 % 11.89

***p<0.001   **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1
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３
　
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
関
係

次
に
、
死
生
観
・
宗
教
観
に
関
す
る
四
項
目
相
互
の
関
連
を
見
る
た
め
に
相
関

分
析
、
一
貫
性
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
の
た
め
に
信
頼
性
分
析
、
そ
し
て
四
項

目
で
の
因
子
分
析
を
行
っ
た
。

表
4
―

4
に
ま
と
め
た
と
お
り
、
四
項
目
間
の
相
関
係
数
は
、
す
べ
て
プ
ラ
ス

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
1
％
水
準
で
有
意
だ
っ
た
（
す
べ
て
有
意
確
率
は
両
側
で

0.000

）。
と
く
に
高
い
相
関
が
見
ら
れ
た
の
は
「
死
後
も
魂
は
残
る
」
と
「
生

ま
れ
変
わ
り
」
でr=

0.72

で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
は
、
生
ま
れ
変
わ
り
を
否
定

す
る
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
文
脈
で
は
概
念
的
に
明
確
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
は
ほ
ぼ
同
程
度
の
肯
定
回
答
率
で
あ
り
、
相
関
も

か
な
り
高
い
の
で
、
概
念
的
に
連
続
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。
ま
た
、「
自
殺
を
し
た
魂
は
苦
し
み
つ
づ
け
る
」
は
、
死
後
の
魂
と
は

r=
0.53

、
生
ま
れ
変
わ
り
と
はr=

0.51

と
、
同
程
度
の
相
関
で
あ
っ
た
。
こ
の
自

殺
後
の
魂
の
苦
し
み
は
、
死
後
も
魂
が
存
続
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
も
ち
ろ

ん
、
死
後
の
魂
を
信
じ
て
い
て
も
、
自
殺
後
の
魂
の
苦
し
み
を
も
信
じ
る
と
は
限

ら
な
い
。
そ
の
分
、
相
関
係
数
も
若
干
下
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
宗

教
を
信
じ
て
い
る
」
は
死
後
の
魂
と
はr=

0.35

、
生
ま
れ
変
わ
り
と
はr=

0.31

、

自
殺
後
の
魂
の
苦
し
み
と
はr=

0.33

と
、
相
対
的
に
低
か
っ
た
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
死
生
観
の
各
項
目
間
の
相
関
に
比
べ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
死
生
観
と
宗
教
観
の
相
関
は
相

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

表 4-4　死生観・宗教観の各項目観の Pearson の相関係数

死後も魂は残る
生まれ変わりは

ある

私は宗教を信じ

ている

自殺をした魂は

苦しみつづける

死後も魂は残る 1 .719** .352** .531**

生まれ変わりは

ある
1 .314** .511**

私は宗教を信じ

ている
1 .334**

自殺をした魂は

苦しみつづける
1

**. 相関係数は 1% 水準で有意（両側）
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対
的
に
低
い

0

0

0

0

0

と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
「
私
は
宗
教
を
信
じ
て
い

る
」
の
肯
定
・
否
定
が
、
他
の
項
目
の
肯
定
・
否
定
と
単
純
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

ク
ロ
ン
バ
ッ
ク
の
信
頼
性
係
数
はα=

0.78

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
四
項

目
の
合
計
得
点
を
算
出
し
て
尺
度
化
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
許
容
さ
れ
る
。
最
尤
法
に
よ

る
因
子
分
析
の
結
果
は
、
一
因
子
構
造
に
お
さ
ま
っ
た
（
表
4
―

5
）。

し
か
し
、
四
項
目
の
な
か
で
「
私
は
宗
教
を
信
じ
て
い
る
」
だ
け
が
、
因
子
負
荷
量
が

低
く
、
異
質
な
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
と
お
り
、
宗
教
を
信
じ
て
い
な
く
て
も
、
死
後
の
魂
の
存
続
や
生
ま
れ
変
わ
り
を
信
じ

る
人
が
一
定
数
い
る
と
い
う
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

表 4-5　最尤法によって抽出された因子行列

因子

1

死後も魂は残る .867

生まれ変わりはある .824

自殺をした魂は苦しみつづける .623

私は宗教を信じている .411

４
　
自
殺
後
苦
難
と
自
殺
許
容
度

最
後
に
、
自
殺
許
容
度
が
低
い
順
に
設
問
へ
の
回
答
を
並
べ
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
視
覚
的
に
確
認
し
な
が
ら
、
関
連
づ
け
る
。

図
4
―

1
の
よ
う
に
、
自
殺
許
容
度
が
最
も
低
い
の
は
「
自
殺
を
し
た
魂
は
苦
し
み
つ
づ
け
る
」
と
思
う
人
で
11
・
23
で
あ
っ

た
。
以
降
、
死
生
観
・
宗
教
観
へ
の
肯
定
回
答
者
の
自
殺
許
容
度
が
、
否
定
回
答
者
よ
り
全
般
的
に
低
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

両
者
の
間
に
有
意
な
差
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
表
4
―

1
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
図
4
―

1
で
は
輪
廻
肯
定
の
11
・
44
と
無
信

仰
の
11
・
74
の
間
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
殺
許
容
度
11
・
5
未
満
で
あ
れ
ば
自
殺
許
容

度
は
低
い
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
11
・
7
以
上
で
あ
れ
ば
高
い
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
で
に
信
仰
の
有
無
に
よ
っ
て
、
死
生
観
が
自
殺
許
容
度
に
与
え
る
効
果
が
変
わ
る
こ
と
は
、
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
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こ
で
、
信
仰
の
有
無
と
他
の
死
生
観
項
目
を
組
み
合
わ
せ
た
場
合
の
自
殺
許
容
度
を
低
い
順
に
並
べ
た
の
が
図
4
―

2
で
あ
る
。

信
仰
あ
り
で
自
殺
後
苦
難
肯
定
の
場
合
に
お
い
て
、
最
も
自
殺
許
容
度
が
低
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
表
4
―

2
に
ま

と
め
た
よ
う
に
、
信
仰
あ
り
で
死
後
肯
定
と
否
定
の
間
に
は
自
殺
許
容
度
に
有
意
な
差
が
な
か
っ
た
。
同
じ
く
信
仰
あ
り
で
輪

廻
肯
定
と
否
定
の
間
に
も
有
意
差
は
な
い
。
図
4
―

2
を
見
る
と
こ
れ
ら
は
低
い
自
殺
許
容
度
で
か
た
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

図 4-1　死生観・宗教観の回答と自殺許容度（低い順）

図 4-2　死生観・宗教観の回答（信仰の有無別）と自殺許容度（低

い順）
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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有
意
差
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
低
い
自
殺
許
容
度
を
示
す
群
の
な
か
に
は
、
無
信
仰
だ
が
、
自

殺
後
苦
難
、
死
後
、
輪
廻
を
肯
定
す
る
人
々
が
入
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
自
殺
許
容
度
は
11
・
5
未
満
な
の
で
、
自
殺
許

容
度
が
低
い
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
低
い
群
と
高
い
群
の
間
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
信
仰
を
持
っ
て
い
て
も
自
殺
後
の
苦
難
を
否
定
す
る
人
は

11
・
86
と
い
う
高
い
自
殺
許
容
度
で
あ
る
。
こ
れ
と
無
信
仰
で
自
殺
後
の
苦
難
を
否
定
す
る
人
の
自
殺
許
容
度
は
大
し
て
変
わ
ら

な
い
。
最
も
自
殺
許
容
度
が
高
い
の
は
、
無
信
仰
で
か
つ
死
後
や
輪
廻
を
否
定
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
、
自
殺
を
し
た
魂
の
苦
し
み
が
自
殺
許
容
度
を
下
げ
る
大
き
な
要
因
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
単
独
で
も
自

殺
許
容
度
は
低
い
し
、
信
仰
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
殺
許
容
度
は
低
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
自
殺
後
の
苦
難
を
否
定
す
る
人

は
、
た
と
え
信
仰
を
持
っ
て
い
て
も
、
自
殺
を
許
容
す
る
傾
向
が
高
い
。

宗
教
信
仰
は
自
殺
許
容
度
を
下
げ
る
決
定
的
要
因
と
は
言
え
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
な
ぜ
な
ら
、
無
信
仰
で
も
死
後
存
続
を
肯
定
す
る
人
は
自

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

殺
許
容
度
が
低
い

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
信
仰
が
あ
っ
て
も
自
殺
後
苦
難
を
否
定
す
る
人
は
自
殺
許
容
度
が
高
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
自
殺
後
苦
難

の
次
に
自
殺
許
容
度
を
下
げ
る
の
は
、
死
後
と
輪
廻
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
生
ま
れ
変
わ
り
や
死
後
の
世
界
を
肯
定
す
る
と
、

こ
の
世
の
苦
し
み
を
逃
れ
る
た
め
に
自
殺
を
し
や
す
く
な
る
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
死
後
や
輪
廻
を
信
じ
る
人
の
自
殺
許

容
度
が
低
い
こ
と
か
ら
明
確
に
否
定
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
見
た
宗
教
観
・
死
生
観
が
自
殺
許
容
度
に
与
え
る
効
果
と
、
実
際
の
自
殺
率
を
下
げ
る
効
果
と
は
同
一
視
で
き

な
い
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
宗
教
重
要
視
の
度
合
い
や
信
仰
の
割
合
と
、
実
際
の
自
殺
率
と
の
関
係
が
、
単
線
的
で

は
な
い
こ
と
を
、
島
薗
・
堀
江
（2015

）
の
な
か
で
、
堀
江
は
世
界
の
国
別
自
殺
率
と
日
本
国
内
の
都
道
府
県
別
の
自
殺
率
の

検
討
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。（
堀
江
宗
正
）
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五
　
死
生
観
・
宗
教
観
と
一
般
的
信
頼

こ
の
章
で
は
、
死
生
観
・
宗
教
観
と
一
般
的
信
頼
と
の
関
連
を
分
析
す
る
。

１
　
死
生
観
・
宗
教
観
と
一
般
的
信
頼

第
二
章
で
求
め
た
一
般
的
信
頼
尺
度
を
用
い
て
、
死
生
観
・
宗
教
観
と
一
般
的
信

頼
の
関
連
を
見
て
い
く
（
な
お
一
般
的
信
頼
と
自
殺
許
容
の
関
連
は
第
二
章
2
節
を

参
照
）。
死
生
観
・
宗
教
観
を
二
値
化
し
た
も
の
を
独
立
変
数
と
し
、
一
般
的
信
頼

を
従
属
変
数
と
し
た
平
均
の
差
の
検
定
（
ｔ
検
定
）
の
結
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問

項
目
ご
と
に
示
す
（
表
5
―

1
）。

い
ず
れ
の
項
目
で
も
、
ま
ず
「
等
分
散
性
の
た
め
のLevene

の
検
定
」
の
有
意

確
率
を
見
た
。
そ
の
値
が
す
べ
て
0
・
05
以
上
で
あ
っ
た
の
で
等
分
散
を
仮
定
し
て
、

「
そ
う
思
う
」
と
「
そ
う
思
わ
な
い
」
の
一
般
的
信
頼
の
差
を
検
定
し
た
。

そ
の
結
果
、「
私
は
宗
教
を
信
じ
て
い
る
」
と
思
う
人
は
0
・
1
％
水
準
で
、「
死

後
も
魂
は
残
る
」「
自
殺
を
し
た
魂
は
苦
し
み
つ
づ
け
る
」
と
思
う
人
は
1
％
水
準

で
、「
生
ま
れ
変
わ
り
は
あ
る
」
と
思
う
人
は
5
％
水
準
で
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
う
思
わ

な
い
人
よ
り
も
、
一
般
的
信
頼
が
有
意
に
高
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
宗
教
を
信
じ
て
い
る
人

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
死
ん
だ
あ
と
何
ら
か
の
形
で
意
識
や
存
在
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

残
る
と
考
え
る
人
の
方
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
も
一
般
的
な
社
会
的
信
頼
が
高
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

表 5-1　死生観・宗教観の回答による一般的信頼の差

設問 回答 割合
一般的信頼

尺度の点数

2 つの母平均の差の検定

有意確率 結果

死後も魂は残る
そう思う（n=511） 49.2 % 12.49

0.002 **
そう思わない（n=527） 50.8 % 11.95

生まれ変わりは

ある

そう思う（n=550） 53.0 % 12.42
0.012 *

そう思わない（n=488） 47.0 % 11.98

私は宗教を信じ

ている

そう思う（n=176） 17.0 % 13.07
0.000 ***

そう思わない（n=862） 83.0 % 12.04

自殺をした魂は

苦しみつづける

そう思う（n=343） 33.0 % 12.51
0.001 **

そう思わない（n=695） 67.0 % 12.07

***p<0.001   **p<0.01  *p<0.05  †p<0.1
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と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

一
般
的
信
頼
が
高
い
順
に
設
問
へ
の
回
答
を
並
べ
た
の
が
図
5
―

1

で
あ
る
。

「
宗
教
を
信
じ
て
い
る
」
人
の
一
般
的
信
頼
が
他
を
引
き
離
し
て
高

い
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
、
自
殺
後
の
苦
難
、
死
後
、
輪
廻
な
ど
を
肯

定
す
る
人
が
高
く
、
逆
に
こ
れ
ら
の
信
念
を
否
定
す
る
人
が
一
般
的
信

頼
に
お
い
て
低
い
こ
と
が
分
か
る
。（
堀
江
宗
正
）

六
　
知
見
の
ま
と
め

最
後
に
本
調
査
で
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
る
。
本
調
査
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
自
殺
許
容
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
「
自
殺
禁

止
」
で
あ
る
。
日
本
人
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
自
殺
に
関
す
る
許
容
と
禁

止
が
ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
変
動
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本

調
査
の
目
的
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、「
自
殺
は
絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
無
条
件
に
答
え
る
人

は
七
割
弱
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
。
逆
に
言
え
ば
、
三
割
は

自
殺
を
許
容
す
る
。
と
く
に
「
病
気
」
を
苦
に
し
て
い
る
、「
ど
う
し

よ
う
も
な
い
困
難
」
に
陥
っ
て
い
る
、「
責
任
」
を
と
る
形
で
あ
る
な

図 5-1　死生観・宗教観の回答と一般的信頼（高い順）

13.07

12.51 12.49
12.42

12.07 12.04 11.98 11.95

信仰 自殺後
苦難肯定

死後
肯定

輪廻
肯定

自殺後
苦難否定

無信仰 輪廻
否定

死後
否定

13.20

13.00

12.80

12.60

12.40

12.20

12.00

11.80

11.60

11.40

11.20

一般的信頼
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ど
の
条
件
を
つ
け
る
と
、
自
殺
許
容
度
は
上
昇
す
る
（
第
三
章
1
節
）。
性
別
で
は
、
男
性
の
方
が
自
殺
を
許
容
す
る
回
答
が
多

い
（
第
三
章
2
節
、
第
三
章
5
節
1
）。
ま
た
、
年
代
が
若
い
方
が
自
殺
を
許
容
す
る
回
答
が
多
い
（
第
三
章
3
節
）。
病
苦
、
困

難
、
無
条
件
で
は
二
〇
代
男
性
が
最
も
自
殺
に
許
容
的
で
あ
る
（
第
三
章
4
節
）。
し
か
し
、
年
代
と
自
殺
許
容
尺
度
得
点
は
直

線
的
な
関
係
に
な
っ
て
い
な
い
。
二
〇
代
と
四
〇
代
の
間
に
有
意
差
が
あ
り
、
二
〇
代
は
自
殺
許
容
度
が
高
い
と
い
う
形
で
あ
る

（
第
三
章
5
節
2
）。
こ
の
年
代
の
効
果
は
、
未
婚
／
既
婚
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
効
果
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
（
第
三
章
5
節
3
）。

一
方
、
本
調
査
で
は
他
者
一
般
へ
の
信
頼
が
自
殺
許
容
／
禁
止
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
定
の
下
、
一
般
的
信

頼
尺
度
と
自
殺
許
容
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
性
別
か
つ
年
代
別
に
お
い
て
、
高
信
頼
群
の
方
が
「
自
殺
は

絶
対
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
宗
教
観
・
死
生
観
と
の
関
連
も
精
査
し
た
。
結
果
と
し
て
、
死
後
、
何
ら
か
の
形
で
意
識
や
存
在
が
残
る
（
死
後
存

続
）
と
考
え
る
人
の
方
が
自
殺
許
容
度
は
低
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
死
後
存
続
を
信
じ
る
と
自
殺
が
助
長
さ
れ
る
と
い
う
俗
説

は
当
た
ら
な
い
。
宗
教
を
信
じ
る
こ
と
の
効
果
は
そ
れ
に
比
べ
る
と
強
く
な
い
が
、
宗
教
を
信
じ
る
人
の
自
殺
許
容
度
は
十
分
に

低
い
こ
と
が
分
か
っ
た
（
第
四
章
1
節
）。

こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
の
は
、
日
本
人
の
場
合
、
宗
教
を
信
じ
て
い
な
く
て
も
、
死
後
存
続
を
信
じ
て
い
る
人
が
存
在
す

る
こ
と
に
よ
る
。
死
生
観
の
各
項
目
間
の
相
関
に
比
べ
て
、
死
生
観
と
宗
教
観
の
相
関
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
（
第
四
章
3
節
）。

宗
教
を
信
じ
る
こ
と
と
死
後
存
続
を
信
じ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
死
後
生
、
輪
廻
、
自
殺
後
の
苦

し
み
に
つ
い
て
信
じ
る
こ
と
で
、
自
殺
許
容
度
が
低
下
し
、
宗
教
を
信
じ
る
こ
と
単
独
で
の
自
殺
許
容
度
低
減
効
果
を
相
対
的
に

弱
め
て
い
る
（
第
四
章
2
節
）。

「
自
殺
を
し
た
魂
は
苦
し
み
つ
づ
け
る
」
と
い
う
信
念
（
自
殺
後
苦
難
）
は
、
自
殺
許
容
度
を
下
げ
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
。

一
方
、
宗
教
信
仰
は
自
殺
許
容
度
を
下
げ
る
決
定
的
要
因
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
無
信
仰
で
も
死
後
存
続
を
肯
定
す
る
人
は
自
殺
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許
容
度
が
低
く
、
信
仰
が
あ
っ
て
も
自
殺
後
苦
難
を
否
定
す
る
人
は
自
殺
許
容
度
が
高
か
っ
た
（
第
四
章
4
節
）。

最
後
に
、
宗
教
観
・
死
生
観
と
一
般
的
信
頼
の
関
連
を
確
か
め
た
。
そ
の
結
果
、
宗
教
を
信
じ
て
い
る
人
、
死
ん
だ
あ
と
何
ら

か
の
形
で
意
識
や
存
在
が
残
る
と
考
え
る
人
の
方
が
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
も
一
般
的
な
社
会
的
信
頼
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た

（
第
五
章
1
節
）。
こ
こ
で
は
宗
教
を
信
じ
る
こ
と
の
効
果
が
最
も
高
か
っ
た
。

結
論
と
し
て
、
宗
教
を
信
じ
る
こ
と
と
自
殺
を
容
認
し
な
い
こ
と
と
の
間
に
は
若
干
の
複
雑
な
関
係
も
見
ら
れ
る
が
、
死
後
存

続
を
信
じ
る
こ
と
、
と
く
に
自
殺
し
た
魂
が
苦
し
み
つ
づ
け
る
と
い
う
観
念
と
、
自
殺
を
許
容
し
な
い
こ
と
、
他
者
一
般
へ
の
信

頼
の
高
さ
と
の
間
に
は
関
連
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

本
調
査
は
、
調
査
報
告
に
と
ど
め
、
こ
れ
ら
の
知
見
の
理
論
的
な
意
味
や
、
自
殺
対
策
上
の
実
践
的
意
義
に
つ
い
て
は
こ
れ
以

上
論
じ
な
い
。
理
論
的
な
問
題
と
し
て
、
死
生
観
と
社
会
的
信
頼
が
自
殺
観
と
関
わ
る
理
由
、
自
殺
と
個
人
主
義
お
よ
び
集
団
主

義
と
の
関
連
な
ど
は
、
別
途
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
実
践
的
な
問
題
と
し
て
、
自
殺
後
苦
難
が
自
殺
に
向
か
う
こ
と

へ
の
一
定
の
歯
止
め
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
自
殺
対
策
に
取
り
組
む
宗
教
者
が
こ
の
信
念
を
人
々
に
植
え
付

け
る
こ
と
が
実
際
に
自
殺
率
を
下
げ
る
の
に
有
効
だ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
考
え
は
自
殺
を
タ

ブ
ー
視
す
る
風
潮
を
助
長
し
て
、
遺
族
を
苦
し
め
て
い
る
こ
と
が
、
実
際
の
対
策
の
活
動
の
場
面
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
質
問
紙
調
査
で
確
か
め
ら
れ
る
自
殺
許
容
・
自
殺
禁
止
と
、
実
際
の
自
殺
率
の
高
低
は
別
の
問
題

で
あ
る
。

今
後
、
以
上
の
よ
う
な
論
点
へ
の
研
究
が
、
本
調
査
の
知
見
を
土
台
と
し
て
、
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（
堀
江

宗
正
）
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基礎集計表

［TABLE001］

SEX
性別
単一回答 Ｎ ％

1 男性 524 50.5

2 女性 514 49.5

全体 1038 100

［TABLE002］

AGEID
年齢
単一回答 Ｎ ％

1 12 才未満 0 0

2 12 才～ 19 才 0 0

3 20 才～ 24 才 102 9.8

4 25 才～ 29 才 112 10.8

5 30 才～ 34 才 124 11.9

6 35 才～ 39 才 148 14.3

7 40 才～ 44 才 160 15.4

8 45 才～ 49 才 140 13.5

9 50 才～ 54 才 126 12.1

10 55 才～ 59 才 126 12.1

11 60 才以上 0 0

全体 1038 100

［TABLE003］

PREFECTURE
都道府県

単一回答 Ｎ ％
1 北海道 66 6.4

2 青森県 10 1

3 岩手県 7 0.7

4 宮城県 21 2

5 秋田県 7 0.7

6 山形県 5 0.5

7 福島県 14 1.3

8 茨城県 17 1.6

9 栃木県 12 1.2

10 群馬県 11 1.1

11 埼玉県 72 6.9

12 千葉県 43 4.1

13 東京都 156 15

14 神奈川県 79 7.6

15 新潟県 26 2.5

16 富山県 2 0.2

17 石川県 9 0.9

18 福井県 4 0.4

19 山梨県 5 0.5

20 長野県 8 0.8

21 岐阜県 13 1.3

22 静岡県 20 1.9

23 愛知県 53 5.1

24 三重県 14 1.3

25 滋賀県 11 1.1

26 京都府 19 1.8

27 大阪府 82 7.9

28 兵庫県 57 5.5

29 奈良県 16 1.5

30 和歌山県 9 0.9

31 鳥取県 4 0.4

32 島根県 6 0.6

33 岡山県 12 1.2

34 広島県 22 2.1

35 山口県 3 0.3

36 徳島県 4 0.4

37 香川県 6 0.6

38 愛媛県 13 1.3

39 高知県 2 0.2

40 福岡県 47 4.5

41 佐賀県 2 0.2

42 長崎県 10 1

43 熊本県 13 1.3

44 大分県 4 0.4

45 宮崎県 7 0.7

46 鹿児島県 7 0.7

47 沖縄県 8 0.8

全体 1038 100
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［TABLE004］

AREA 地域
単一回答 Ｎ ％

1 北海道 66 6.4
2 東北地方 64 6.2
3 関東地方 390 37.6
4 中部地方 154 14.8
5 近畿地方 194 18.7
6 中国地方 47 4.5
7 四国地方 25 2.4
8 九州地方 98 9.4

全体 1038 100

［TABLE005］

JOB 職業
単一回答 Ｎ ％

1 公務員 40 3.9

2 経営者・役員 12 1.2

3 会社員 ( 事務系 ) 147 14.2
4 会社員 ( 技術系 ) 132 12.7
5 会社員 (その他 ) 147 14.2
6 自営業 53 5.1
7 自由業 14 1.3
8 専業主婦 ( 主夫 ) 184 17.7
9 パート・アルバイト 153 14.7

10 学生 60 5.8
11 その他 51 4.9

12 無職 45 4.3

全体 1038 100

［TABLE006］

CELL
割付セル

単一回答 Ｎ ％
1 【男性】20-24 歳 52 5
2 【男性】25-29 歳 57 5.5
3 【男性】30-34 歳 63 6.1
4 【男性】35-39 歳 75 7.2
5 【男性】40-44 歳 81 7.8
6 【男性】45-49 歳 70 6.7
7 【男性】50-54 歳 63 6.1
8 【男性】55-59 歳 63 6.1
9 【女性】20-24 歳 50 4.8
10 【女性】25-29 歳 55 5.3
11 【女性】30-34 歳 61 5.9
12 【女性】35-39 歳 73 7
13 【女性】40-44 歳 79 7.6
14 【女性】45-49 歳 70 6.7
15 【女性】50-54 歳 63 6.1
16 【女性】55-59 歳 63 6.1

全体 1038 100

［TABLE007］

Q1

あなたは、次の意見についてどのようにお考
えでしょうか。（1）～（9）のそれぞれについて、
最もあてはまるものをひとつお選びください。
単一回答

全体

1 2 3 4

とてもそ
う思う

や やそ
う思う

あまりそ
う思 わ
ない

全くそう
思 わ な
い

1 隣近所の問題は自分たちで解決できる
1038 43 472 451 72
100 4.1 45.5 43.4 6.9

2 ほとんどの隣近所の人は信頼できる
1038 30 444 458 106
100 2.9 42.8 44.1 10.2

3 いざというときには隣近所の人たちと助け合う
ことができる

1038 54 556 341 87
100 5.2 53.6 32.9 8.4

4 住んでいる地域に愛着がある
1038 134 526 281 97
100 12.9 50.7 27.1 9.3

5 ほとんどの人は信頼できる
1038 22 411 498 107
100 2.1 39.6 48 10.3

6 ほとんどの人は基本的に正直である
1038 20 453 444 121
100 1.9 43.6 42.8 11.7

7 ほとんどの人は他人を信頼している
1038 17 360 564 97
100 1.6 34.7 54.3 9.3

8 たいていの人は、人から信頼された場合、同
じようにその相手を信頼する

1038 60 656 274 48
100 5.8 63.2 26.4 4.6

9 ほとんどの人は基本的に善良で親切である
1038 35 562 364 77
100 3.4 54.1 35.1 7.4



死生学・応用倫理研究 21 号

76

[TABLE008]

Q2

死生観に関することについておたずね
します。あなたは、次の意見につい
てどのようにお考えでしょうか。（1）～
（5）のそれぞれについて、最もあては
まるものをひとつお選びください。
単一回答

全体

1 2 3 4

とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな
い

全くそう
思わない

1 死後も魂は残る
1038 107 404 357 170

100 10.3 38.9 34.4 16.4

2 生まれ変わりはある
1038 136 414 311 177

100 13.1 39.9 30 17.1

3 私は宗教を信じている
1038 39 137 448 414

100 3.8 13.2 43.2 39.9

4 自殺をした魂は苦しみつづける
1038 65 278 449 246

100 6.3 26.8 43.3 23.7

5 治る見込みがないのなら延命治療はし
てもらいたくない

1038 402 453 147 36

100 38.7 43.6 14.2 3.5

［TABLE009］

Q3

自殺に関することについておたずねします。あ
なたは、次の意見についてどのようにお考え
でしょうか。（1）～（5）のそれぞれについて、
最もあてはまるものをひとつお選びください。
単一回答

全体

1 2 3 4

とてもそ
う思う

ややそう
思う

あまりそ
う思わな
い

全くそう
思わない

1 病気を苦にした自殺は理解できる
1038 89 568 292 89 

100.0 8.6 54.7 28.1 8.6 

2 どうしようもない困難にあった人は、自殺をし
てもやむをえないときもある

1038 77 401 406 154 

100.0 7.4 38.6 39.1 14.8 

3 責任をとって自殺することは仕方がない
1038 20 137 456 425 

100.0 1.9 13.2 43.9 40.9 

4 生死は最終的に本人の判断に任せるべきであ
る

1038 211 528 230 69 

100.0 20.3 50.9 22.2 6.6 

5 自殺は絶対すべきではない
1038 338 377 266 57 

100.0 32.6 36.3 25.6 5.5 

［TABLE010］

Q4
自殺対策は社会的な取組みとして実施する必要があると思いますか。あなた
のお考えに近いものをひとつ選んで下さい。
単一回答 Ｎ ％

1 必要がある 330 31.8 

2 どちらかといえば必要がある 563 54.2 

3 どちらかといえば必要ない 118 11.4 

4 必要ない 27 2.6 

全体 1038 100.0 

［TABLE012］

Q6

毎年 9 月 10 日からの一週間は「自殺予防週間」として、国、地方公共団体、
関係団体及び民間団体等が連携して啓発活動を推進し、悩みを抱えた人が
必要な支援を受けられるよう支援策が重点的に実施されることとなっています。
あなたは、このことを知っていましたか。
単一回答 Ｎ ％

1 知っている 51 4.9 

2 聞いたことはある 230 22.2 

3 知らない 757 72.9 

全体 1038 100.0 
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［TABLE011］

Q5

毎年 3月は、「自殺対策強化月間」として、国、地方公共団体、関係団体及
び民間団体等が連携して啓発活動を推進し、悩みを抱えた人が必要な支援
を受けられるよう支援策が重点的に実施されることとなっています。あなたは、
このことを知っていましたか。
単一回答 Ｎ ％

1 知っている 84 8.1 

2 聞いたことはある 291 28.0 

3 知らない 663 63.9 

全体 1038 100.0 

［TABLE012］

Q6

毎年 9 月 10 日からの一週間は「自殺予防週間」として、国、地方公共団体、
関係団体及び民間団体等が連携して啓発活動を推進し、悩みを抱えた人が
必要な支援を受けられるよう支援策が重点的に実施されることとなっています。
あなたは、このことを知っていましたか。
単一回答 Ｎ ％

1 知っている 51 4.9 

2 聞いたことはある 230 22.2 

3 知らない 757 72.9 

全体 1038 100.0 

［TABLE013］

Q7

自殺対策の「ゲートキーパー」とは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を
聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のことです。ゲートキーパーの役割は、
心理社会的問題や生活上の問題、健康上の問題を抱えている人や、自殺の危
険を抱えた人々に気づき適切にかかわることです。自殺総合対策大綱の中でも、

「ゲートキーパー」養成が目標に掲げられています。あなたは、このゲートキー
パーについて知っていましたか。
単一回答 Ｎ ％

1 知っている 69 6.6 

2 聞いたことはある 238 22.9 

3 知らない 731 70.4 

全体 1038 100.0 

［TABLE014］

Q8 この 10 年くらいの間に、あなたの周りで自殺をした方はいらっしゃいましたか。
単一回答 Ｎ ％

1 いた 244 23.5 

2 いない 759 73.1 

3 答えたくない 35 3.4 

全体 1038 100.0 
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［TABLE016］

Q10 あなたは、現在お住まいの地域にどれくらい住んでいますか。
単一回答 Ｎ ％

1 1年未満 59 5.7 

2 1年以上 5 年未満 194 18.7 

3 5 年以上 10 年未満 163 15.7 

4 10 年以上 20 年未満 224 21.6 

5 20 年以上 398 38.3 

全体 1038 100.0 

［TABLE017］

Q11 あなたは、ご近所に、お互いに相談したり助け合ったりしている人がいますか。
単一回答 Ｎ ％

1 たくさんいる 22 2.1 

2 ある程度いる 316 30.4 

3 あまりいない 362 34.9 

4 ほとんどいない 338 32.6 

全体 1038 100.0 

［TABLE018］

Q12 あなたは、近所の小・中学生がどこの家の子どもか知っていますか。
単一回答 Ｎ ％

1 ほとんど知っている 22 2.1 

2 だいたい知っている 204 19.7 

3 あまり知らない 316 30.4 

4 ほとんど知らない 496 47.8 

全体 1038 100.0 

［TABLE019］

Q13 あなた自身や同居の家族は、町内会・自治会等にどの程度参加していますか。
単一回答 Ｎ ％

1 行事などにも積極的に参加している 84 8.1 

2 ときどき参加している 286 27.6 

3 ほとんど参加していない（会費を払っているだけ） 339 32.7 

4 加入していない 329 31.7 

全体 1038 100.0 

［TABLE015］

Q9
あなたは、これまでの人生のなかで、本気で自殺したいと考えたことがありま
すか。
単一回答 Ｎ ％

1 自殺したいと思ったことがない 565 54.4 

2 自殺したいと思ったことがある 403 38.8 

3 答えたくない 70 6.7 

全体 1038 100.0 
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［TABLE020］

Q14
あなたは、お住まいの地域でスポーツ団体・文化芸術団体・ボランティア団体
などの、自主的な団体の活動に参加していますか。
単一回答 Ｎ ％

1 積極的に参加している 19 1.8 

2 ときどき参加している 118 11.4 

3 ほとんど参加していない 290 27.9 

4 加入していない 611 58.9 

全体 1038 100.0 

［TABLE021］

Q15
あなたはふだんの生活で次のようなことが
ありますか。
単一回答

全体

1 2 3 4

たくさん
ある

ある程度
ある

あまりな
い

ほとんど
ない

1 近所の人と雑談や世間話をすること
1038 29 289 309 411 

100.0 2.8 27.8 29.8 39.6 

2 近所の人との頼みごとや頼まれごと
1038 11 143 338 546 

100.0 1.1 13.8 32.6 52.6 

［TABLE022］

Q16
この一か月くらいの間で、以下
のようなことがありましたか。
単一回答

全体
1 2 3 4 5

いつも たいてい ときどき 少しだけ 全くない

1 気分が沈み込んで、何が起こっ
ても気が晴れないように感じた

1038 45 116 313 288 276 

100.0 4.3 11.2 30.2 27.7 26.6 

2 何をするのも骨折りだと感じた
1038 38 102 285 286 327 

100.0 3.7 9.8 27.5 27.6 31.5 

3 そわそわ、落ち着かなく感じた
1038 31 63 231 293 420 

100.0 3.0 6.1 22.3 28.2 40.5 

4 神経過敏に感じた
1038 50 87 224 242 435 

100.0 4.8 8.4 21.6 23.3 41.9 

5 自分は価値のない人間だと感じ
た

1038 56 80 225 200 477 

100.0 5.4 7.7 21.7 19.3 46.0 

［TABLE023］

Q17 あなたは結婚していらっしゃいますか。
単一回答 Ｎ ％

1 未婚 383 36.9 

2 既婚（現在、配偶者がいる） 583 56.2 

3 既婚の経験あり（離・死別） 72 6.9 

全体 1038 100.0 
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［TABLE025］

Q19 今お住まいの住宅の形態は、次のどれにあてはまりますか。
単一回答 Ｎ ％

1 持ち家 662 63.8 

2 公共（公営）の賃貸住宅 49 4.7 

3 民間（民営）の賃貸住宅 310 29.9 

4 その他【　　　】 17 1.6 

全体 1038 100.0 

［TABLE026］

Q20 今お住まいの住宅の建て方は、次のどれにあてはまりますか。
単一回答 Ｎ ％

1 一戸建て 538 51.8 

2 集合住宅 494 47.6 

3 その他【　　　】 6 0.6 

全体 1038 100.0 

［TABLE024］

Q18 現在、あなたと一緒にお住まいのご家族は、あなたを含めて何人ですか。
※一人暮らしの方は 1人になります。 Ｎ ％

1 1人 166 16.0 

2 2人 234 22.5 

3 3人 277 26.7 

4 4 人 238 22.9 

5 5人 85 8.2 

6 6人 24 2.3 

7 7人 10 1.0 

8 8人 3 0.3 

9 9人 1 0.1 

全体 1038 100

［TABLE027］

Q21
あなたが最後に出られた学校（在学中も含みます）についてお聞きします。あ
てはまるもの 1つを選んでください。
単一回答 Ｎ ％

1 中学校 28 2.7 

2 高等学校 247 23.8 

3 専門学校 126 12.1 

4 短期大学・高等専門学校 152 14.6 

5 大学・大学院 481 46.3 

6 その他【　　　】 4 0.4 

全体 1038 100.0 
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［TABLE028］

Q22
あなたの職業はどれにあたりますか。1～ 16 の番号の中からあてはまるもの 1
つをお選びください。
単一回答 Ｎ ％

1 自営業・家族従業者（農林漁業、工業、加工製造業など） 11 1.1 

2 自営業・家族従業者（商業・サービス業など） 50 4.8 

3 自営業・家事従業者その他【　　　】 6 0.6 

4 自由業 10 1.0 

5 経営・管理職 47 4.5 

6 専門職、教育職 87 8.4 

7 事務的職業 146 14.1 

8 生産・技能職 80 7.7 

9 営業・販売・サービス業 133 12.8 

10 常勤のその他職業【　　　】 15 1.4 

11 専業主婦（主夫） 186 17.9 

12 学生 56 5.4 

13 フリーター、パートタイマー（週 20 時間以上勤務） 136 13.1 

14 無職 60 5.8 

15 年金生活 2 0.2 

16 その他【　　　】 13 1.3 

全体 1038 100.0 

［TABLE029］

Q23 あなたの住んでいる市区町村は、以下のどれにあてはまりますか。
単一回答 Ｎ ％

1 東京 23 区・政令指定都市 283 27.3 

2 上記以外の人口 20万人以上の市 268 25.8 

3 上記以外の人口 10万人以上 20万人未満の市 198 19.1 

4 上記以外の人口 10万人未満の市 197 19.0 

5 町村 92 8.9 

全体 1038 100.0 
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